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検討しています

足立区基本計画の見直し

区
政
の
長
期
的
指
針
と
し

て
、
『
足
立
区
基
本
構
想
』が

あ
り
ま
す
。
こ
の
構
想
を
も

と
に
、
『
足
立
区
基
本
計
爾
』

が
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

現
在
の
暮
本
計
画
は
、
昭

和
5
5年
度
か
ら
昭
和
6
4年
度

に
至
る
1
0
ヵ
年
の
計
画
と
し

て
策
定
さ
れ
、
区
政
運
営
に

大
き
な
役
釧
を
は
た
し
て
き

ま
し
た
。

し
か
し
、
区
政
を
取
り
巻

く
経
済
的
、
社
会
的
情
勢
の

変
化
に
よ
り
、
計
画
の
見
直

し
が
必
要
と
な
り
ま
し
た
。

こ
の
た
び
計
画
の
見
直
し
案
(

第
二
次
基
本
計
画
)
が
ま
と

ま
り
ま
し
た
の
で
、
そ
の
あ

ら
ま
し
に
つ
い
て
お
知
ら
せ

し
ま
す
。

見
直
し
に

あ
た
っ
て

第
二
次
棊
本
計
画
(
案
)

は
、
今
後
、
足
立
区
の
ま

ち
づ
く
ひ
奮
進
め
る
う
凡

で
起
こ
n
弓

る
さ
ま
ざ
ま

な
課
題
(
高
齢
化
社
会
、

技
術
革
新
に
伴
う
情
報
化

社
会
、
文
化
行
政
や
ま
ち

づ
く
り
行
政
な
ど
)
に
積

極
的
に
対
応
で
き
る
ぶ
つ

に
努
め
ま
し
た
。

調
べ
の
あ
る

まちづく
り
を
め
ざ
して

主な 見直し点

首
都
の
生
活
を
さ
さ
え
る

自
立
す
る
ま
ち

都
区
間
で
検
討
さ
れ
て
い
る
特

別
区
制
度
の
改
革
、
情
報
公
開
制

度
の
蔀
足
、
環
境
整
備
計
画
に
整

合
さ
せ
た
商
店
街
の
活
性
化
・
ま

ち
づ
く
り
な
ど
蚕
中
心
に
見
直
し

を
行
い
ま
し
た
。

▽
駅
前
商
業
地
区
の
再
開
発
・
塵

懈
の
促
進
に
よ
る
中
心
商
業
地

区
の
形
成
を
進
め
る

▽
地
場
産
業
の
育
成
と
都
市
型
工

業
へ
の
調
和
あ
る
発
展
を
促
進

す
る
と
と
も
に
、
区
内
産
業
の

振
興
を
は
か
る
た
め
商
エ
セ
ン

タ
ー
を
建
設
す
る

緑
と
水
の
豊
か
な

潤
い
の
あ
る
ま
ち

2
1世
紀
に
む
け
魅
力
あ
る
ま
ち

づ
く
り
を
韋
め
る
た
め
に

。
緑
と

水
を
総
合
的
に
屹一
儀
す
る
こ
と
に

し
ま
し
た
。

▽
主
要
な
公
園
や
緑
地
の
緑
の
系

続
と
主
要
河
川
・
水
路
の
水
の

系
統
を
結
ん
だ
「
緑
と
水
の
岫

線
」
を
設
定
し
、
こ
れ
を
骨
格

と
し
た
「
緑
と
水
り
不
ツ
ト
ワ

ー
ク
計
画

」
お
よ
び
河
川
・
水

路
の
有
効
利
用
と
管
理
の
適
正

を
図
る
た
め
「
河
川
・
水
路
の

利
用
計
画
」
を
策
定
す
る

▽
公
園
の
整
備
目
標
を
区
民
一
人

あ
た
り
6
平
方
㍍
に
し
、
特
色

あ
る
公
菌
づ
く
り
を
進
め
る

連
帯
し
て
築
く
、

心
の
ふ
れ
あ
い
の
豊
か
な
ま
ち

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
形
成
の
促
進
、

地
区
整
備
計
踞
に
も
と
づ
く
住
環

境
の
整
備
、保
育
園
の
適
正
配
置
、

婦
人
問
題
の
動
向
、障
客
者
施
策
、

高
齢
者
施
策
の
現
状
を
盾
書
兄
な

が
ら
見
直
し
ま
し
た

▽
住
環
境
整
備
と
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

形
成
を
簒
髪
と
し
た
住
民
参
加

を
求
め
な
が
ら
、
そ
の
地
域
特

性
に
合
つ
た
き
め
細
か
な
ま
ち

づ
く
り
の
た
め

地
区
環
境
整

備
計
図
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
を

行
う

▽
高
齢
化
社
会
へ
の
対
応
と
し

て

住
民
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
育

虞
、
組
織
化
を
行
っ
て
い
く
と

と
も
に
、
そ
の
活
動
拠
点
と
し

て
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
を

設
置
す
る

▽
地
域
福
祉
、
在
宅
福
祉
の
充
実

と
と
も
に
、
在
宅
で
生
活
す
る

こ
と
の
困
難
な
高
齢
者
に
対
し

て
は
、
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

を
整
備
し
、
こ
れ
に
ケ
ア
セ
ン

タ
ー
を
併
設
し
て
地
域
に
開
放

し
て
い
く

健
康
と
安
全
が
保
障
さ
れ
、

安
心
し
て
住
め
る
ま
ち

清
掃
事
業
の
移
管
、
防
災
対
策

と
し
て
の
避
雛
路
の
整
備
、
浸
水

被
害
軽
減
の
た
め
の
浸
水
対
策
を

中
心
に
見
直
し
ま
し
た
。

▽
環
境
・
食
品
衛
生
の
検
査
に
つ

い
て
、
区
独
自
の
試
験
体
制
を

確
立
す
る
た
め
、
衛
生
試
験
所

を
建
設
す
る

▽
保
健
衛
生
対
策
に
つ
い
て
は
、

地
域
に
即
し
た
保
健
サ
ー
ビ
ス

を
一
層
充
実
さ
せ
る
た
め
、
新

た
に
、
区
北
東
部
に
保
健
相
談

所
を
I
カ
所
設
置
す
る

▽
防
災
対
策
に
つ
い
て
は

、
中
央

本
町
庁
舎
に
設
置
す
る
総
合
防

災
無
線
シ
ス
テ
ム
を
利
用
し
、

区
民
防
災
教
室
を
開
催
す
る

▽
下
水
道
の
整
俾
に
つ
い
て
は
、

昭
和
6
0年
代
で
Ⅲ
%
普
及
を
遣

改
す
る
た
め
に
、
区
と
都
が
I
　

体
と
な
り
推
濛
す
る

▽
浸
水
対
策
の
充
実
を
図
る
た
め

下
水
道
の
補
完
施
設
と
し
て
、

公
共
溝
渠
の
貯
留
化

。
一
部
排

水
場
の
存
続
を
検
討
し

、
こ
れ

を
雨
水
流
出
抑
制
施
設
と
し
て

利
用
す
る
。
な
お
、
雨
水
流
出

抑
制
施
設
に
つ
い
て
は
、
民
間

施
設
に
つ
い
て
も
設
置
の
協
力

を
要
請
し
て
い
く

交

通

施

設

の

と

と

の

っ

た

便
利
な
ま
ち

昭
和
圀
年
7
月
、
運
輸
政
策
審

議
会
の
答
申
に
沿
っ
た
施
策
を
積

極
的
に
進
め
て
い
く
こ
と
に
し
ま

し
た

。

▽
舎
人
新
線
お
よ
び
常
磐
新
線
の

早
期
実
現
の
た
め
、
必
要
な
条

件
整
備
を
図
る
と
と
も
に
、
地

下
鉄
8
号
線
の
早
期
実
現
に
つ

い
て
も
取
り
紕
ん
で
い
く

▽
都
市
計
画
道
路
に
つ
い
て
は
、

全
線
が
早
期
に
完
呎
さ
れ
る
よ

う
、
今
後
も
国
、
都
に
要
請
し

て
い
く

歴
史
や
風
土
を
愛
し
、

豊
か
な
教
育
が
保
障
さ
れ
、

文
化
の
創
造
で
き
る
ま
ち

学
校
教
气

家
庭
教
气

社
会

敵
育
の
連
け
い
の
も
と
に
、
生
涯

教
育
の
推
進
を
中
心
に
見
直
し
ま

し
た
。

▽
個
々
の
能
力
か
俥
ぱ
し

、
知

。

徳
・
体
の
詢
和
の
と
れ
た
児
童

・
生
徒
を
育
虞
す
る
た
め
、
教

育
内
容
の
充
実
を
図
る

▽
文
化
財
の
保
護
と
伝
統
芸
能
の

継
承
・
発
展
に
つ
い
て
は
、
今

険
も
、
区
民
の
協
力
を
耨
な
が

ら
推
羃
す
る
。
ま
た
。
郷
土
博

物
館
に
お
い
て

、
保
全
を
図
る

と
と
も
に
、
一
般
公
開
お
よ
び

児
童
生
徒
へ
の
教
材
化
を
図
つ

て
い
く

▽
文
化
の
向
上
を
図
る
た
め
、
文

化
施
設
・
図
書
館
を
整
爾
し

、

講
習
会
、
講
座
、
発
表
会
等
を

通
じ
て

、
自
主
的
活
動
を
援
助

し
て
い
く
。
ま
た
、
総
合
文
化

セ
ン
タ
ー
を
建
設
し
、
芸
術
・

文
化
の
拠
点
と
す
る

▽
余
暇
時
間
の
増
大
、
平
均
寿
命

の
伸
長
等
に
よ
り
、
生
涯
学
習

・
ス
ポ
ー
ツ
の
意
識
が
高
ま
っ

て
い
る
。
時
代
の
要
請
に
対
応

し
た
施
策
を
推
准
歹
る

基
本
計
画
(
第
二
次
)
に
つ
い

て
、
ご
憲
見
、
ご
脣
望
を
お
持
ち

の
癶

ま
た
、
く
わ
し
く
知
り
た

い
力
は
、
本
庁
歯
企
羅
部
企
躙
課

へ
。(
本
庁
合
巻
8
8
2
1
1
1
1
)

計画(第二次)の基本目標
こ
の
計
画
は
、
現
在
の
計

画
と
同
唾
の
次
の
6
本
の
柱

に
基
づ
く
施
策
と
土
地
利
用

計
画
か
ら
な
っ
て
い
李
す
。

1
、
苗
都
の
生
活
を

さ
亳
入
る
自
立
す

る
隶
ち

2
、
緑
と
水
の
豊
か

な
潤
い
の
あ
る
ま

ち
3
、
連
帯
し
て
築
く

心
の
ふ
れ
あ
い
の

豊
か
な
ま
ち

4
、
健
康
と
安
全
が

保
障
さ
れ
、
安
心

し
て
住
め
る
ま
ち
5

、
交
通
施
般
の
と

と
の
っ
た
便
利
な
ま
ち
6

、
歴
史
や
風
土
を
愛
し
、

S
か
な
教
育
が
保
障
さ

れ
、
文
化
の
創
造
で
き
る

ま
ち

こ
の
柱
を
も
と
に
、s
世

紀
に
向
け
た
足
立
区
の
ま
ち

つ
く
ひ
奮
歹
す
め
ま
す
。

○
計
画
の
期
間
は
、
昭
和
6
1

年
度
か
ら
昭
和
7
0年
度
ま
で

の
1
0ヵ
年
間
と
し
ま
す

○
計
画
の
背
景
と
し
て
、
人

口
に
つ
い
て
は
、
昭
和
7
0年

度
末
に
は
お
お
む
ね
6
4万
5

干
(
と
推
計
し
、
ま
ち
づ
く

り
の
基
礎
と
な
る
住
区
に
つ

い
て
は
、5
6に
わ
け
ま
し
た

※
土
地
利
用
計
画
…
…
従
来

の
土
地
利
用
計
画
に
、
ブ

ロ
ッ
ク
(
足
立
区
を
1
3地

区
に
区
分
す
る
)
ご
と
に

環
境
整
備
計
画
を
定
め
、

枩
弓
く
り
の
目
標
と
将

来
像
を
明
ら
か
に
し
ま
し

た
。

23
TOKYO

自
立
し
て
明
日
を

き
ず
く
足
立
区

特
別
区
制
度
の
改
革

' 86予算
から第3 回

事 務 事業 の 見直 し

前
回
に
引
き
続
き
、
行
政
改

革
大
綱
に
よ
り
見
直
し
し
た
仕

事
に
つ
い
て
説
明
し
ま
す
。

・

学
校
給
食
運
営
の
改
善

教
育
活
勳
の
一
つ
と
し
て
実

施
し
て
い
る
学
校
給
食
に
は
、
3

つ
の
大
き
な
目
的
か
あ
り
ま

す
。
①
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
食

ぞ

蓬
酘
す
る
こ
と
で

、
児
童

生
徒
の
健
康
増
進
を
は
か
る

②
給
食
を
共
に
す
る
こ
と
に
よ

っ
て
、
教
師
と
児
童
、
児
童
生

徒
間
の
ふ
れ
あ
い
の
場
を
作
る

③
給
食
の
牽
備
や
後
か
た
づ
け

を
通
し
て
協
同
・
協
調
の
精
神

を
身
に
つ
け
さ
せ
る
卜

にな
ど

で
す
。

今
回
の
給
食
調
理
業
務
の
民

間
委
託
は
、
こ
れ
ら
の
目
的
遼

成
に
な
ん
ら
の
影
響
膏
&
孑

も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

足
立
区
に
は

、小
学
校
8
0校
、

中
学
校
3
8校
の
計
Ⅲ
校
あ
り
、

調
理
主
事
約
5
9
0人
が
働
い
て
い

ま
す
。

学
校
給
食
業
務
の
合
理
化
は

次
の
理
由
で
実
施
す
る
こ
と
に

し
ま
し
た
。
▽
調
理
業
務
は
、

壻
間
、
週
間
、
1
日
を
通
じ
て

業
務
鹽
が
一
定
し
て
い
な
い
。

▽
公
私
の
役
割
分
担
の
見
直
し

と
民
間
活
力
の
有
効
利
用
を
ほ

か
る
。

こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
調

理
主
事
(
区
職
貝
)
が
退
職
し

た
場
合
不
補
充
と
し

、
民
間
業

者
に
調
理
を
委
勒
レ
て
い
瀲
豪

す
。
こ
れ
に
よ
り
、
直
営
で
呀

う
場
合
に
比
べ
て
区
が
負
担
す

る
経
費
は
、
2
～
3
割
程
度
の

削
減
が
見
込
ま
れ
ま
す
。
6
1年

度
は
、
約
6
千
瞋
万
円
の
節
減

を
見
込
ん
で
い
ま
す
。

○
6
1年
度
民
間
委
託
校

A
小
学
校
V

千
寿
第
二
小
学

校
、
千
寿
第
六
小
学
校
、
元
宿

小
学
校
、
舎
人
第
一
小
学
校
　
(

新
設
校
)
A

中
学
校
V

第

二
中
学
校
、
第
十
六
中
学
校
、

入
谷
南
中
学
校
(

新
設
校
)
　

こ
れ
ら
の
学
校
に
つ
い
て
は

現
在
あ
る
調
理
施
般
を
使
用
し

て
、
調
理
業
務
を
民
問
の
人
に

委
託
し
て
実
施
し
ま
す
。
委
託

す
る
業
者
に
つ
い
て
は
、現
在
、

定
糖
し
て
い
る
手
作
り
給
食
を

続
け
て
い
く
た
め
に
、
学
校
給

食
に
熱
意
の
あ
る
優
良
業
者
を
4

扛
選
定
し
ま
し
た
。

問
合
せ
先

学
務
第
二
課

業
務
開
始
(
4
月
7
日
)

中
央
本
町
庁
舎
・区
民
事
務
所

中
央
本
町
庁
舎
、
区
民
事
務

所
が
、
4
月
7
日
(
月
)
よ
り

業
務
開
始
と
な
り
ま
す
。

中
央
本
町
庁
舎
へ
移
転
す
る

部
署
へ
の
問
合
せ
洵
は
、
4
月

7
日
以
降
変
更
と
な
り
ま
t
の

で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

な
お
、
5
日
以
前
の
問
合
せ

先
は
、
従
來
ど
お
り
　
g
1
1
1
1

と
な
り
ま
す
。

文字放送
( 足立区版)

放送開始

昨
年
1
2月
か
ら
放
映
の
始

ま
っ
た
文
字
放
送
に
、
4

月

か
ら
毎
週
水
曜
日
、
足
立
区

の
情
報
を
放
映
し
ま
す

。

放
映
場
所

区
役
所
本
庁

舎
、
総
合
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン

タ
ー
、
東
和
・
佐
野
セ
ン

タ
ー
、中
央
本
町
庁
舎
(
4
　

月
7
日
か
ら
)
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福祉
あんない

ふ
れ
あ
い

福
祉
の充

実

6
1年
度
新
規
事
業

「
デ
イ
・
ホ
ー
ム
サ
ー
ビ
ス
」利
用
者
の

登
録
申
請
を
受
付
ま
す

身
体
が
弱
く
冢
庭
に
ひ
き
こ
も

ひ
が
ち
な
お
と
し
よ
り
を
対
象
に

テ
ィ
ー
ホ
ー
ム
サ
ー
ビ
ス
を
実
施

し
ま
す
。

こ
の
事
業
は
、
利
用
者
奮
?

回
、定
期
的
に
施
設
に
送
迎
し
、

各
種
サ
ー
ビ
ス
奮
'
寂
す
る
こ
と

に
よ
り
、
社
会
交
流
の
促
進
・
心

身
機
能
の
維
持
向
上
・
家
族
の
負

担
軽
減
を
図
る
も
の
で
す
。
利
用

希
望
者
は
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

対
象
者

お
お
む
ね
6
5歳
以
上
の

在
宅
虚
弱
者
(
介
助
な
し
に
は

外
出
で
き
な
い
程
度
の
身
体
的

状
況
に
あ
る
方
)

サ
ー
ビ
ス
内
容

食
事
、
輸
送
、

趣
味
・
生
き
が
い
活
動
、
健
康

増
進
、
行
事
、
保
震
、
そ
の
他

利
用
料

一
日
鶉
円
(

食
事
・
お

や
つ
代
の
実
費
)

場
所

花
畑
四
丁
目
3
9番
1
0号
　

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
足
立
新

生
苑
内
の
テ
ィ

ー
ホ
ー
ム
施
設

定
a
7
8

名

了

日
1
3名
)

申
請
・
問
合
せ
先

老
人
福
祉
係

福
祉
手
当

定
時
払
い
の

お
知
ら
せ

4
月
は
、
福
祉
手
当
の
支
払
月

で
す
。

各
手
当
の
受
給
者
の
方
は
支
給

日
に
な
り
ま
し
た
ら
直
接
指
定
金

融
機
関
に
預
金
通
帳
と
印
か
ん
を

持
参
の
う

汽
支
払
い
を
う
け
て
く

だ
さ
い

。

※
な
お
、
支
払
通
知
書
(
(

ガ
キ
)

は
送
り
ま
せ
ん
。

支
払
日

▽
福
祉
手
当
(
国
制
度
)

…
4
月
1
0日
頃

▽
心
身
障
害

者
福
祉
手
当
…
4
月
2
5日
頃

▽
難
病
愚
者
福
祉
手
当
・・・
4
月

2
5日
頃

問
合
せ
先

障
客
福
祉
係

入
室
児
童
募
集

新
設
千
住
本
町
児
童
館

学
童
保
育
室

6
月
入
室
の
児
童
を
次
の
と
お

り
募
笋
し
ま
す
。

対
象

小
学
校
1
～
3
年
生
の
児

羸
申
込
で
き
る
方

保
護
者
が
働
い

て
い
た
り
、
長
期
の
病
気
等
の

た
め
に
下
校
後
、
児
童
の
面
倒

を
み
る
こ
と
が
で
忝
な
い
方

申
込
方
法

直
接
、
住
区
施
設
課

学
童
保
育
係
の
窓
口

定
員
4
0
名

費
用

月
額
3
千
刈
円

申
込
期
間
4
月
1
4
日
～
2
1
日

申
込
・
問
合
せ
先

学
童
保
育
係

※
4
月
7
日
以
降
の
問
合
せ
は
、

き
貘
5
1
8
1
(
中
央
本
町
庁
舎
)

一
部
変
わ
り
ま
す

福
祉
部
の
取
扱
い
窓
口

区
で
は
、4
月
か
ら
の
組
観

改
正
に
よ
り
福
祉
郡
の
事
務
取

扱
い
が
次
の
と
お
り
一
部
変
更

に
な
り
ま
し
た
。

○
保
育
園
の
保
育
料
の
徴
収
に

関
す
る
こ
と

A
管
理
課
経
理
係
V
O

戦
傷
病
者
峨
没
者
遺
族
等
の

援
護
な
ら
び
に
旧
軍
人
お
よ

び
引
揚
者
等
、
行
旅
死
亡

人
、
保
護
観
察
協
会
に
関
す

る
こ
と

A
管
理
課
民
生
係
V

○
児
童
手
当

、児
童
育
威
手
当
、

児
童
扶
養
手
当
、
特
別
児
童

扶
養
手
当
、
そ
の
他
児
童
福

祉
に
関
す
る
こ
と
。

A
育
成
課
児
重
助
成
係
V

○
生
業
資
金
、応
急
小
口
資
金
、

高
額
療
養
資
金
、
母
子
・
婦

人
福
祉
資
金
、
交
通
事
故
救

済
資
金
の
貸
付
お
よ
び
償
還

事
務

八
育
成
課
貸
付
係
V

社
会
福
祉
協
議
会

か
ら
の
お
知
ら
せ

社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、4

月
1
日
か
ら
区
の
委
託
を

受
け
左
記
の
事
業
を
行
い
ま

す
。

▽
手
話
奉
仕
員
派
遣
事
業

▽
手
話
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成

講
座

▽
マ
ッ
サ
ー
ジ
券
支
給
事
業

▽
シ
ル
バ
ー
パ
ス
交
付
事
務

▽
家
庭
福
祉
員
事
業

▽
児
童
の
緊
急
一
時
保
護
事

笑く
わ
し
く
は
、
社
会
福
祉

協
議
会
(
酋
膓
1
5
5
0
)
　

へ
。

や
さ
し
さ
と
思
い
や
り
の
あ
る
運
転
を

子供と高齢者を

交通事故から守ろう

春の全国
交通安全運動

4月6日～15日

舂
の
全
国
交
通
安
全
運
動
が
、4

月
6
日
(
日
)
か
ら
4
月
1
5日

(火
)
ま
で
の
1
0日
間
、
実
施
さ

れ
ま
す
。

き
び
し
か
っ
た
冬
が
終
わ
り
、

待
ち
に
待
っ
た
、
の
ど
か
な
春
の

訪
れ
で
す

。
舂
は
行
楽
の
季
節
で

あ
り
、
ま
た
、
新
入
学
児
童
に
代

表
さ
れ
る
よ
う
に
、
新
た
な
出
発

の
時
で
す
。

し
か
し

、
こ
ん
な
時
こ
そ
、
か

え
っ
て
一
瞬
の
油
断
が
災
い
を
も

た
ら
す
も
の
で
す
。
毎
年
交
通
事

故
発
生
件
数
が
冬
か
ら
舂
に
か
け

て
増
加
傾
向
に
あ
る
の
も
、
こ
の

辺
の
事
情
か
ら
く
る
の
か
も
知
れ

ま
せ
ん
。

区
内
で
は
、
昨
年
1
年
間
に
、2

千
3
件
の
交
通
事
故
が
発
生
し

ま
し
た
。
こ
の
中
で
3
6
7人
も
の
方

が
負
傷
し
、1
5人
の
方
が
亡
く
な

っ
て
い
ま
す
。
事
故
件
数
は
5
9年

対
比
で
3
2件
の
増
加
と
な
っ
て
い

ま
す
。

死
亡
事
故
の
特
徴
を
み
る
と
、

二
輪
車
と
若
年
層
に
よ
る
事
故
の

増
大
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。
こ
れ
ら

は
い
ず
れ
も
、
ノ
ー
ベ
ル
、
ス
ピ

ー
ド
の
出
し
過
ぎ
、
車
線
無
視
の

蛇
行
運
転
等
が
原
因
と
な
っ
て
い

ま
す
。

こ
{
¥
零
な
悲
惨
な
事
故
を
二

度
と
繰
り
返
さ
な
い
た
め
に
も
、

こ
の
安
全
運
動
を
機
会
に
正
し
い

交
通
ル
ー
ル
と
マ
ナ
ー
を
身
に
付

け
、
交
通
事
故
を
未
然
に
S

荼

し
ょ
う
。

今
回
の
運
動
の
重
点
目
標
は
次

の
と
お
り
で
す
。

▽
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
ー
ヘ
ル
メ
ッ
ト

の
正
し
い
着
用
の
徹
底

▽
子
ど
も
と
お
年
寄
り
の
交
通
事

故
防
止

▽
二
輪
車
の
無
媒
運
転
の
追
放

▽
運
転
マ
ナ
ー
の
向
上

問
合
せ
先

交
通
安
全
対
策
課
、

千
住
・
西
新
井
・
綾
瀬
各
警
察

薯

新
入
学
に

あ
た
っ
て

お
母
さ
ん
へ

入
学
前
は
、
子
ど
も
た
ち
も

夢
や
希
望
で
い
っ
ぱ
い
で
す
。

学
校
は
と
て
も
楽
し
い
と
こ

ろ
、
た
く
さ
ん
の
お
友
だ
ち
や

先
生
が
待
っ
て
い
て
く
れ
る
と

い
う
こ
と
を
教
え
ま
し
ょ
う
。
A

こ
ん
な
習
慣
を
身
に
つ
け
さ

せ
ま
し
ょ
う
V

@
早
寝
・
早
起
き
の
規
則
正
し

い
生
活

(
'
y身の
劣
わ
り
の
こ
と
が
一
人

で
で
き
る
ぷ
つ
に

@
明
日
の
準
爾
は
寝
る
前
に
(
'
)

返
事
、
あ
い
さ
つ
は
大
き
な

声
で

A
し
つ
け

ワ
ン
ポ
イ
ン
ト
V
(
'
)

過
保
護
に
注
意
…
…

あ
ま
り
世
話
を
や
き
す
ぎ

た
り
せ
ず
に
、
子
ど
も
の
自

主
性
を
育
て
ま
し
ょ
う

(
'
)過干
渉
に
注
意
…
…

親
の
考
え
を
押
し
つ
け
た

り
せ
ず
に
、
子
ど
も
の
自
主

性
を
尊
重
し
ま
し
ょ
う

@
集
団
生
活
で
は
協
調
性
を
大
　

切
に
…
…

だ
れ
と
で
も
仲
よ
く
し
、

自
分
勝
手
な
行
動
は
し
な
い

よ
う
に
し
つ
け
ま
し
ょ
う
@

自
信
を
つ
け
さ
せ
る
…
…
　

子
ど
も
が
上
手
に
で
き
た

こ
と
は
、
ほ
め
て
あ
げ
て

、

自
信
を
つ
け
さ
せ
ま
し
ょ
う
A

お
子
さ
ん
の
交
通
安
全
V

通
学
時
に
は

@
通
学
路
を
歩
く
よ
う
に
徹
底

さ
せ
ま
し
ょ
う

@
下
校
時
は
道
草
童
ご
せ
な
い
　

よ
う
に
し
ま
し
ょ
う

R
道
路
の
横
断
の
し
か
た
、
信

呎

標
識
の
み
か
た
な
ど
を

教
え
ま
し
ょ
う

出
か
け
る
間
際
に

し
か
ら
な
い

し
か
ら
れ
る
と

、
子
ど
も
は

そ
の
こ
と
で
頭
が
い
っ
ば
い
に

な
り
ま
す
。
周
囲
の
状
況
が
目

に
入
ら
な
く
な
り
、
思
い
が
け

な
い
事
故
の
も
と
に
な
り
ま

す
。
い
つ
も
笑
顔
で
送
り
出
す

よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

お
鯛
べ
く
だ
さ
い

お
宅
の
石
油

フ
ァ
ン
ヒ
ー
タ
ー

石
油
フ
ァ
ン
ヒ
ー
タ
ー
に

よ
る
一
酸
化
炭
素
中
毒
事
故

が
発
生
し
て
い
ま
す
。
各
メ

ー
カ
ー
で
は
左
記
の
フ
ァ
ン

ヒ
ー
タ
ー
を
回
収
・
交
換
を

し
て
い
ま
す
。
該
当
す
る
機

榜
を
お
も
ち
の
方
は
至
急
、

左
記
の
会
社
へ
連
絡
し
て
く

だ
さ
い
。

☆ メー カー で交換 し てい る機覆
① そi ¥竃●・ 製

・サンヨー石汕77 ンヒーター
CFH- S221F!

②トヨストープ ● 売楠
・トヨ石油ファンヒーター
LCR- 3 型,・LCR- 3- 1 型

LS- 3 型, - LS- 3- U! ・LSH5 型

連
絡
・
問
合
せ
先

①
三
洋

電
機
(
株
)
東
京
支
社
　
(
U
S

―
)

②
ト
ヨ
ス
ト
ー
ブ
販
充
　
(

株
)
東
京
支
店
(
魯
8
1
6
0
　
9
5
1
)

く

ら

し

の
情

報

国
民
年
金

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
奥
さ
ん
へ

国
民
年
金
加
入
届
を

お
忘
れ
な
く

4
月
1
日
か
ら
ス
タ
ー
ト
し

た
新
し
い
国
民
年
金
制
度
で

は
、
厚
生
年
金
・
船
員
保
険
・

共
済
組
{
[
加
入
者
に
扶
養
さ
れ

て
い
る
奥
さ
ん
(
2
0
歳
以
上
印

歳
禾
満
の
方
)
は
全
員
が
国
民

年
金
に
加
入
し
、
保
険
料
を
納

め
な
く
て
も
(
配
偶
者
の
年
金

制
度
か
ら
一
括
拠
出
さ
れ
ま

す
)
老
齢
基
礎
年
金
な
ど
の
年

金
が
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
り

ま
す
。
こ
の
よ
う
な
方
を
「
第
3

吩
被
保
険
者
」と
い
い
ま
す
。

第
3
号
被
保
険
者
と
な
る
た

め
に
は
届
出
が
必
要
で
す
。

現
在
国
民
年
金
に
加
入
し
て

い
な
い
方
は
、
区
役
所
の
国
民

年
金
課
あ
る
い
は
各
区
民
事
務

所
(
4

月
7
日
か
ら
)
で
、
国

民
年
金
の
加
入
手
続
き
を
し
て

く
だ
さ
い
。
現
況
届
を
提
出
済

の
方
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

手
続
き
に
必
要
な
も
の

▽
印
か
ん
▽
過
去
に
厚
生
年

金
、
共
済
組
(口
、
国
民
年
金

に
加
入
し
た
こ
と
の
あ
る
方

は
そ
の
年
金
手
帳
▽
配
偶
者

の
厚
生
年
金
証
書
あ
る
い
は

共
済
組
合
貝
証
▽
健
康
保
険

証
問
合
せ
先

適
用
係

※
4
月
7
日
以
降
の
問
い
台
わ

せ
は
、
`
い
誣
5
1
5
1
(
中
央

本
町
庁
舎
)
へ
。

保
険
料
は
毎
月

納
付
で
き
ま
す

第
1
期
分
(
4

月
I
6

月
)

の
保
険
料
を
納
め
る
時
期
と
な

り
ま
し
た
。

現
在
、
保
険
料
を
納
め
る
方

法
と
し
て
「
3
ヵ

月
納
付
」『
6

ヵ

月
納
付
』「
前
納
」
と
毎
月
納

め
る
こ
と
の
で
き
る
「
―
力
月

納
付
」
の
方
法
が
あ
り
ま
す
。

納
付
方
法
の
変
更
に
つ
い
て

は
、
区
役
所
国
民
年
金
課
、
ま

た
は
区
民
事
務
所
(
4

月
7
日

か
ら
)
へ
印
か
ん
、
年
金
手
帳

を
持
ち
し
て
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先

検
認
係

※
4
月
7
日
以
降
の
問
い
向
わ

せ
は
、
昔
凶
5
1
6
1
(

中
央

本
町
庁
舎
)
へ
。

4
月
は
福
祉
年
金
の

支
払
い
月
で
す

福
祉
年
金
を
お
受
け
の
方

は
、
4
月
H
日
(

金
)
か
ら
指

定
の
郵
便
局
で
受
け
ら
れ
ま

す
。

問
合
せ
先

給
付
係

※
4

月
7
日
以
降
の
問
い
合
わ

せ
は
、
昔
鰯
5
1
6
1
(

中
央

本
町
庁
舎
)
へ
。

国
民
年
金
保
険
料
の

お
支
払
い
は

口
座
振
替
で

国
民
年
金
の
保
険
料
を
、
あ

な
た
の
預
金
口
座
か
ら
自
動
的

に
納
付
で
き
ま
す
。

手
続
き
は
、
預
金
口
座
が
あ

る
銀
行
、
信
用
金
座
、
信
用
組

合
、
農
協
の
窓
口
へ
。

持
参
す
る
も
の

年
金
手
帳
。

預
金
通
帳
、
印
か
ん

問
合
せ
先

記
録
係

※
4
月
7
日
以
降
の
問
い
合
わ

せ
は
'
e
g
5
1
5
1
(

中
央

本
町
庁
舎
)
へ
。

国
民
健
康
保
険

保
険
料
お
よ
び
給
付

の
改
正
に
つ
い
て

昭
和
6
1年
4
月
1
日
か
ら
、

国
民
健
康
保
険
の
保
険
料
お
よ

び
給
付
が
次
の
と
お
ひ
収
正
さ

れ
ま
し
た
。

国
民
健
康
保
険
料

▽
均
等
創
額
T

人
あ
た
り
)

…
1
万
2

千
円

▽
限
度
額
(
1

世
帯
あ
た
り

上
限
)
・・
池

万
円

※
た
だ
し

、
所
得
割
の
料
率
に

つ
い
て
は
、
今
ま
で
ど
お
り
1
0
0

分
の
Ⅲ
の
ま
ま
で
す
。

問
合
せ
先

賦
課
係

※
4
月
7
日
以
降
の
問
い
台
わ

せ
は
、
魯
瞋
5
1
3
1
(

中
央

本
町
庁
舎
)
へ
。

国
民
健
康
保
険
給
付

▽
助
産
費
(
―
件
あ
た
り
)
　

・
:
1
3万
円

▽
葬
祭
費
(
1

件
あ
た
り
)
　

…
5
万
円

問
合
せ
先

保
険
給
付
係

※
4
月
7
日
以
降
の
問
い
合
わ

せ
は
、
音
巍
5
1
2
1
(

中
央

本
町
庁
舎
)
へ
。

お
し
ら
せ

あ
だ
ち
日
曜
教
室

区
立
中
学
校
の
心
障
学
楸
を

卒
業
し
、日
頃
教
育
訓
練
の
機

会
を
も
た
な
い
青
年
の
た
め

に
、日
曜
教
室
を
閧
瘴
稾
す
。

期
間
4
月
1
3
日
～
翌
年
3
月
　

8
日
ま
で
の
毎
月
第
2
日
曜

日
(
計
1
2回
)

時
間
い
ず
れ
も
、午
前
9
時
　

3
0
分
～
午
後
4
時

場
所

青
年
館

定
員
6
0

名

内
容

コ
ー
ス
学
習
(
写
真
・

手
芸
・
調
理
・
工
作
の
い
ず

れ
か
I
コ
ー
ス
)
ス
ポ
ー
ツ

ー
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
・
宿

泊
・
ピ
ク
ニ
ッ
ク
・
文
字
学

習
な
ど

費
用

無
料
(
教
材
費
と
し
て

年
間
千
円
)

申
込
・
問
合
せ
先

青
少
年
係

中
小
企
業
融
資
内
容

が
改
善
さ
れ
ま
し
た

区
内
で
、
同
一
事
業
を
1
年

以
上
営
ん
で
い
る
中
小
企
業
者
(

商
業
・
工
業
・
サ
ー
ビ
ス
業
)

を
対
象
に
融
資
制
度
を
設
け
て

い
ま
す
。
6
1
年
度
か
ら
、
内
容

が
改
善
さ
れ
ま
し
た
。

貸
付
利
率
の
引
下
げ

6
3
%↓
5
8
%
(
4
月
1
日
融

資
実
行
分
か
ら
)

貸
付
限
度
額
引
上
げ

○
運
転
資
金
伽
万
円
↓
緊
万
円

○
設
備
資
金
瞋
万
円
↓
瞋
万
円

問
合
せ
先

経
済
課
指
導
育
成

係
※
4
月
7
日
以
降
の
問
い
会
わ

せ
は
、
a
鰰
5
1
9
1
(

中
央

本
町
庁
舎
)
へ
。

足1‘ r区中 小企業 融資制度一覧表
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保

健

衛

生

ガ

イ

ド

飼
い
犬
の
登
録
と

狂
犬
病
予
防
注
射

日
時
・
会
場

左
表
の
通
り

費
用
4

干
鰯
円

Λ
ご
注
意
V
今
年
か
ら
、
雨
天
振

替
日
が
あ
n
ま
せ
ん
の
で
、
忘

れ
ず
に
受
け
て
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先

防
疫
指
導
係

区
立
健
康
学
園

造

加

募

集

恵
贏
れ
た
環
境
の
中
で
、
規
則

正
し
い
生
活
習
慣
が
身
に
つ
幾

小
人
数
の
ク
ラ
ス
に
よ
る
学
習
・

健
康
指
導
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

名
称

区
立
じ
鹹
呎
健
康
学
園

(
千
葉
県
富
津
市
奏
7
7
3
)

募
一
対
象
▽
体
が
弱
い
▽
ぜ
　

ん
そ
ぐ
に
か
か
っ
て
い
る
▽
　

偏
食
が
は
げ
し
い
▽
肥
碣
で
　

運
動
嫌
い
以
上
の
ぶ
ワ
な
小
　

学
3
年
～
6
年
生

※
減
額
免
除
の
制
度
も
あ
n
ま
す

募
集
人
数
s
名

s
用
約
1
万
8
千
円
(
―
ヵ
月
)

申
込
方
法

現
在
通
学
し
て
い
る

学
校
の
担
任
ま
た
は
、
養
霞
の

先
生
に
申
し
込
な

」と

申
込
期
限
4

月
2
3日

く
わ
し
く
は
、学
校
保
鴟
係
へ

。

小
児
マ
ヒ
生
ワ
ク
チ
ン

を
受
け
ら
れ
る
方
へ

小
児
マ
ヒ
生
ワ
ク
チ
ン
接
種
の

各
個
人
あ
て
通
知
に
誤
り
が
あ
り

ま
し
た
。次
の
と
お
ひ
が
正
し
い

の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

0
2
回
目
の
方

昭
和
5
9年
H
月
1
日
～
昭
和

6
0年
4
月
3
0日
生
ま
れ
の
方
、

ま
た
は
、
昭
和
5
7
年
5
月
1
日
　
～

昭
和
5
9年
1
0月
3
1日
ま
で
に

生
ま
れ
た
方
で
2
回
目
Q
f
ん

で
い
な
い
方

問
合
せ
先

保
健
予
防
係

区
は
、
緑
と
水
の
豊
か
な
、
潤

い
の
あ
る
ま
ち
つ
く
ひ
を
進
め
て

い
ま
す
。
今
年
も
、公
園
6
ヵ
所
、

児
童
遊
圜
―
ヵ
所
が
オ
ー
プ
ン
し

声
し
た

。
こ
れ
か
ら
は
、
季
節
も

よ
く
な
り
疼
T

。
マ
ナ
ー
を
守
っ

て
、
お
近
ぐ
の
公
園
、
児
童
遊
圜

を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先

公
園
管
理
係

※
4
月
7
E

以
降
の
問
い
合
わ
せ

は
、
昔
8
8
0
5
2
6
1
(中央
本
町

庁
舎
)
へ
。

青
井
ふ
れ
あ
い
公
園
に

集

ま

ろ

う

9
つ
せ
ん
と
ぱ
し
に
、
パ
ン
作
り
@

ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
が
盛
り
だ
く

さ
ん

@
そ
ぼ
う
み
ん
な
で
!

0
つ
し
ょ
に
行
こ
う
!

皆
ん
な
で
楽
し
む
、
ふ
れ
あ
い
公

園
、
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
パ
ー
テ
ィ
ー

日
時
4
月
1
3
日
(
日
)
、午
後
1
　

時
～
3
時
(
雨
天
の
場
合
は
、

2
0日
)

場
所

青
井
ふ
れ
あ
い
公
園

共
催

粟
島
子
供
を
育
て
る
連
絡

会
・
粟
島
児
鴛
館

問
合
せ
先

粟
島
児
童
館

昔
叫

みんなで
遊ぼう! 新しい公園がオープン

同
和
問
題
の

理
解
の
た
め
に

部
落
差
別
と

そ
の
他
の
差
別

わ
が
国
は
め
ざ
ま
し
い
発
展

を
と
げ
、
民
主
的
、
平
和
的
、

文
化
的
な
社
会
だ
と
い
わ
れ
て

い
牢
歹
。
し
か
し
、
私
た
ち一

民
の
一
人
ひ
と
ひ
が
、
自
分
の

牛
居
を
見
つ
め
た
と
き
。
そ
の

こ
と
豪
y
な
お
に
認
め
る
こ
と

の
で
忝
な
い
問
題
奮
か
か
え
て

い
る
こ
と
に
気
が
つ
幸
ま
す
。

私
た
ち
は
。
健
康
で
文
化
的

な
生
活
を
し
た
い
な
ど
の
願
い

を
持
っ
て
い
ま
す

。
そ
れ
は
だ

れ
に
で
も
共
通
す
る
、
人
間
と

し
て
の
当
然
の
願
い
と
し
て

、

憲
法
で
も
基
本
的
人
権
と
し
て

認
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
人
権
は
何
び
こ
も
侵
す

こ
と
の
で
忝
な
い
永
久
の
権
利

と
し
て
、S
民
に
保
陣
さ
れ
て

い
ま
す
。

と
こ
ろ
が
、
こ
の
世
の
中
に

は
根
強
く
残
さ
れ
て
い
る
矛

盾
、
不
平
等
な
ど
の
さ
ま
ざ
ま

な
差
別
が
あ
ひ
ま
す
。そ
れ
は
、

郡
落
差
別
・
男
女
差
別
・
学
歴

に
よ
る
差
別
・
職
業
や
貧
富
に

よ
る
差
別
な
ど
社
会
的
に
不
公

正
な
こ
と
が
ら
で
y
。

し
か
し
、
郡
落
差
別
と
他
の

差
別
に
は
、
そ
の
歴
史
的
な
発

生
過
程
に
ち
が
い
が
あ
る
と
し

て
も
、
基
本
的
人
権
の
侵
害
と

い
う
点
で
は
、
共
通
性
を
も
っ

た
差
別
で
あ
る
と
と
ら
え
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

さ
虱
1
5

差
別
の
中
で
部

蕁
葦
別
が
他
と
異
な
っ
て
い
る

の
は
、
主
と
し
て

、
徳
川
幕
藩

体
制
の
も
と
で

、
政
治
的
、
人

為
的
に
つ
く
n
だ
さ
れ
た
身
分

差
別
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で

す
。徳

川
幕
府
は
身
分
制
度
を
強

固
に
す
`
y
た
め
、士
・
農
・
工

・
商
の
下
に
、
さ
ら
に
低
い
身

分
を
制
度
と
し
て
つ
く
り
、
一

定
の
地
域
に
住
劣
η
せ
、
職
業

・
結
婚
な
ど
に
も
制
限
を
加
え

ま
し
た
。

し
か
も
、
明
治
4
年
に
解
放

令
が
出
さ
れ
、1
1
0余
年
を
経
過

し
た
今
日
に
お
い
て
も
、
な
お

人
間
生
活
の
基
本
的
な
人
権
に

か
か
わ
る
面
で

、
さ
ま
ざ
ま
な

形
で
部
落
差
別
が
残
っ
て
い
ま

す
。

O
同
和
問
題
に
関
す
る
問
い
合

わ
せ
は
、
区
役
所
同
和
対
策
担

当
へ
。

み
ど
り

北

千

住

春
の
植
木
ま
つ
り

北
千
住
値
木
ま
つ
り
を
閧
催

し
ま
す
。
皆
さ
ん
、
お
さ
そ
い

合
わ
せ
の
上
、
お
出
か
け
く
だ

さ
い

。
な
お
、
会
場
に
は
、
植

木
の
病
虫
害
の
防
除
、
手
入
れ

法
な
ど
相
談
コ
ー
ナ
ー
も
あ
り

ま
す
の
で
、ご
利
用
く
だ
さ
い
。

日
時
4

月
1
9日
(

土
)
2
0
　

日
(
日
)
い
ず
れ
も
、
午
後

1
時
I
9

時
(
小
雨
決
行
)

場
所

北
千
住
サ
ン
ロ
ー
ド
商

店
街
(
旧
日
光
街
遭
)

※
両
日
は
、
交
通
規
制
で

。
申

の
進
入
が
禁
止
さ
れ
ま
す
の

で
、
ご
協
力
く
だ
さ
い

。

問
合
せ
先

緑
化
係

生
活環
境

都
市
再
開
発
方
針
案

の
縦
覧
、
公
述
人
募

集
と
公
聴
会
の
開
催

都
は
、
災
害
に
強
い
活
力
と

う
る
お
い
の
あ
る
住
み
よ
い
ま

ち
づ
く
ひ
を
進
め
る
た
め
、
都

市
計
画
法
に
よ
る
市
街
地
の
開

発
。
整
臠
、
保
全
の
方
針
を
定

め
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
市
街
地
整
備
の
基

本
方
針
と
な
る
も
の
で

。「
都
市

計
厠
決
定
」
に
よ
り
定
め
ら
れ

ま
す

。
こ
の
た
め
案
の
縦
覧
。

公
述
人
の
募
集
と
、
公
聴
会
を

閲
催
」
ま
す

。

・

都
市
計
画
案
の
縦
S

鳩
所

都
・
都
市
計
画
局
相
談

情
報
課

ま
た
は
区
役
所
都

市
計
図
課

一

公
述
人
の
募
集

資
格
2
3

区
に
住
所
の
あ
る

方
、
ま
た
は
2
3区
外
に
住
所

が
あ
っ
て
も
利
害
関
係
の
あ

る
方
(

あ
ら
か
じ
め
、
公
述

の
申
し
出
を
し
た
方
の
中
か

ら
、公
述
人
を
選
定
し
ま
す
)

蕚
集
期
限
4

月
1
4日

圏
公
聴
会

日
時
5

月
2
7日
(
火
)
午
前

1
0時
～
午
後
4
時

場
所

荒
川
区
民
会
館

申
込
・
問
合
せ
先
い
ず
れ
　

も
、都
・
都
市
計
画
局
都
市
　

計
画
課
(
`
‘
2
1
2
5
1
1
1
)
、

ま
た
は
区
役
所
都
市
計
画
課

五
兵
衛
新
橋
が

開
通
し
ま
す

西
綾
瀬
4
丁
目
と
綾
瀬
4
丁

目
を
結
ぶ
五
兵
衛
檎
が
完
成

し
、
閧
通
し
廖
罵

こ
れ
に
よ
り
、
国
道
4
号
線

栃
田
交
差
点
と
綾
瀬
地
区
が
、

東
西
約
千
瞋
む
の
直
線
蓆
路
で

結
ば
れ
、
付
近
の
道
路
髴
雑
が

緩
和
さ
れ
ま
す
。

開
通
日
時
4

月
1
7日
、
正
午

問
合
せ
先

都
・
第
六
建
般
事

務
所

豐
8
8
2
1
1
5
1

水
洗
化
が
可
能
に

な
り
ま
し
た

次
の
地
域
の
水
洗
化
が
可
能

に
な
り
ま
し
た
。
こ
の
地
域
に

お
住
い
の
方
に
は
、3
年
以
内

に
水
洗
化
工
亊
を
し
て
い
た
だ

く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

水
洗
化
可
能
地
域
お
よ
び
供
用

闘
始
年
月
日

左
表
の
と
お
り

問
合
せ
先

都
・
下
水
道
局
小

菅
支
所
(
H
g
8
8
2
2
)
　

ま
た
は
下
水
遭
課
(
酋
8
8
9
6
　
1
6
1
)

※
4
月
7
日
以
降
の
問
い
合
わ

サ
ほ

、S

膕
5
2
7
1
(

中
央

本
町
庁
舎
)
へ
。

街
路
灯
がつ

か
な
い
と
き

区
内
に
は
、
区
で
管
理
す
る

街
路
灯
(
オ
レ
ン
ジ
色
)
が
2

万
8
千
灯
あ
り
ま
す
。

こ
の
街
路
灯
が
、
点
灯
し
な

い
と
き
は
、
お
手
数
で
す
が
、

所
在
地
と
管
理
番
号
を
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。

連
絡
先

第
二
庁
舎
街
路
照
明

係
a
8
8
9
6
1
6
1

※
4
月
7
日
以
降
の
連
絡
は
、s

8
8
0
5
2
3
8
(中央
本
町
庁

舎
)
へ
。

お
し
ら
せ

区
民
芸
能
大
会

出
場
者
を
募
集

日
頃
の
練
習
の
成
果
を
発
表

し
て
み
ま
せ
ん
か
。

日
時
5

月
2
4日
(
土
)
午
前

1
0時
～
午
唆
4
時
3
0分

場
所

竹
の
塚
社
会
教
育
館

出
場
資
格

区
民
(
前
回
大
会

優
秀
賞
、
優
良
賞
受
賞
者
は

除
孝
豕
す
)

募
集
種
目

歌
の
郡
、
踊
の
部

募
集
組
敵

各
3
2組
(
個
人
を

原
則
と
し
、
グ
ル
ー
プ
の
場

合
は
1
0名
以
内
と
し
ま
す
。

た
だ
し
、
一
人
1
種
目
に
限

定
し
本
歹
)

参
加
S

一
人
9
円

申
込
方
法

申
込
書
(
観
光
協

会
事
務
笳
に
あ
n
4
'
す
)
に
。

返
信
用
切
手
6
0
円
を
添
え

て
、
直
接
ま
た
は
郵
送
で
申

し
込
ん
で
く
だ
さ
い

柬
申
込
多
数
の
場
合
は
抽
選

募
集
期
間
4

月
7
日
1
1
9
日

申
込
・
問
合
せ
先

眼
光
協
会

事
務
局
(
経
済
課
内
)

※
4
月
7
日
以
降
の
、
申
込
・

問
合
せ
は
、
魯
8
8
0
1
1
9
1

一
y
圀
中
央
本
町
1
-
1
7
j
l
　

(
中
央
本
町
庁
舎
)
へ
。

お
さ
ら
い
教
室

新
入
生
募
集

一
西
保
木
間
お
さ
ら
い
教
室

日
時
毎
週
水
・
金
曜
日
、
午
　

後
3
時～
5
時
(
各
学
年
1
　

時
間
)

場
所

高
齢
者
事
集
団
会
議
室

(西
保
木
間
1
丁
目
)

・
関
原
お
さ
ら
い
教
室

日
時
毎
週
火
・
木
曜
日
、
午
　

後
3
時～
5
時

鳩
所

橘
幼
稚
園
(
関
原
―
丁

目
)

募
集
対
象
・
人
数

い
ず
れ

も
、
小
学
2
・
3
年
生
(
各

3
0名
)

科
目

国
語
、
算
数

費
用
▽
2
年
生
・
:
3
千
迦
円
　

▽
3
年
生
・
;
4
千
円

申
込
・
問
合
せ
先
高
齢
者
事
　

集
団
昔
S
2
5
6
1

4
月
の
安
売
デ
ー

・
青
果
初
4

月
1
6日
(
水
)・・・

黄
緑
の
ノ
ボ
リ
の
あ
忝
お
店

一

魚
4

月
1
8日
(

金
)
・・・
　

青
い
ノ
ボ
リ
の
あ
る
お
店

主
催

▽
足
立
区
青
果
物
安
売

り
デ
ー
協
議
会

▽
関
東
水

産
物
商
業
協
同
組
合
西
新
井

支
郡
・
千
住
支
部

後
援

足
立
区
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募

集

・

催

し

も

の

夏
休
み
を

林
間
学
園
で
過
ご
し
ま
せ
ん
か

区
内
の
小
・
中
学
校
か
使
用
し

て
い
る
日
光
林
間
学
園
と
塩
原
林

間
学
園
を
、7
月
1
9日
か
ら
8
月
3
1

日
の
夏
休
み
期
間
を
、
皆
さ
ん

に
こ
利
用
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。
多
人
数
の
グ
ル
ー
プ
で

の
利
用
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

受
付
対
象

区
内
在
住
・
在
助
の

4
0人
以
上
の
団
体

施
般
利
用
料
金

大
人
:
一
千
剳
円

子
吐一・
:
劔
円

○
食
事
料
金
は

大
人
・
:
千
朋
円
、
子
供
・
:嶄
円

昼
食
・
:
瀟
円

申
込
方
法

往
復
(
ガ
キ
に
希
望

施
般
名
、団
体
名
と
代
表
者
名
、

連
絡
先
、
電
話
番
号
、
利
用
人

散
、
希
望
利
用
年
月
日
・
宿
泊

数
i
明
記
の
こ
と
(
(

ガ
キ
は

1
団
体
1
枚
に
限
る
)

受
付
期
限
4

月
1
2日
必
魯

公
開
抽
選
4

月
1
5日

申
込
受
付

返
送
(

ガ
キ
に
記
載

の
指
定
日
時
・
場
所
で
番
耳
壊

に
受
け
付
け
ま
す
(
時
間
厳
守
)

申
込
・
問
合
せ
先

学
秘
第
二
課

振
興
係

鹿
沼
野
外
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー

7
・
8
月
分
の
利
用
は
抽
選
に
な
り
ま
す

申
込
方
法

往
復
(

ガ
キ
に
利
用

施
設
名
(

宿
泊
棟
、
バ
ン
ガ
ロ

ー
、
常
設
テ
ン
ト
、
幕
営
地
)
、

利
用
月
日
、
代
表
者
の
住
所
・

氏
名
・
団
体
名
・
電
話
番
号
、

利
用
人
歓
(
大
人
、
子
供
、
幼

児
)
を
明
記
し
て
く
だ
さ
い
(
(
　

ガ
キ
は
1
団
体
1
枚
に
限
る
)

受
付
期
限
4

月
1
2日
必
着

公
開
抽
選
4

月
1
5日

申
込
受
付
返
送
し
た
(
ガ
キ
の
　

受
付
順
位
指
定
日
時
・
場
所
に
　

お
い
で
く
だ
さ
い
。
指
定
日
時
　

に
お
い
で
に
な
ら
な
い
堝
&
は
　

棄
権
と
し
て
次
の
人
を
繰
n
y
上

げ
家
す

※
な
お
、
7
・
8
月
分
に
空
室
が

あ
る
場
合
は

。
5
月
1
日
か
ら
受

け
付
け
ま
す

。
あ
ら
か
じ
め
I
話

で
確
認
の
ら
瓦
お
申
し
込
み
く
だ

さ
い

。

施
般
利
用
料
金

宿
泊
棟
(
大
人

…
千
s
円
、
、子
供
‘
:
瞋
円
)
、バ
　

ン
ガ
ロ
ー
…
―
棟
2
千
円
、
常

般
テ
ン
ト
ー
張
…
沺
円
(
各
―

泊
)
○
食
事
料
金
は
、
大
人
・
:

千
溺
円

子
供
・・・
嶄
円
(
朝
・

夕
食
分
)

申
込
・
問
合
せ
先

社
会
歓
青
部

野
外
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン

タ
ー
担
当
(
一丁
圃
千
住
1
-
4
　
-
1
8
) 補

助
金
を

交
付
し
ま
す

少
年
ス
ポ
ー
ツ
大
会

青
少
年
の
健
全
育
成
を
目
的
と

し
て
、
地
域
で
行
う
ス
ポ
ー
ツ
大

会
に
費
用
の
一
部
を
次
の
要
領
で

補
助
し
ま
す
。

交
付
対
象

▽
区
内
在
住
・
在
掌

の
小
・
中
学
生
で
組
織
さ
れ
て

い
る
団
体
の
大
会
で
あ
る
こ
と

▽
大
会
は
、
そ
れ
ぞ
れ
1
0以
上

の
チ
ー
ム
(

団
体
)
ま
た
は
1
0
0
　

名
以
上
の
穆
加
者
の
あ
る
も
の

▽
要
項
・
規
約
が
明
確
な
大
会

※
た
だ
し
、
す
で
に
補
助
を
鷽
け

て
い
る
団
体
(
地
区
対
策
委
員
会
、

地
区
少
年
団
体
協
議
会
、
体
育
協

会
、
町
会
自
治
会
な
ど
)
が
主
催

の
大
会
は
除
膏
汳
す

。

申
込
方
法
4

月
1
8日
ま
で
に
、

所
定
の
補
助
金
交
付
申
請
書

(体
齊
課
に
あ
り
李
歹
)
に
記

入
し
て
提
出
し
て
ぐ
だ
さ
い

申
込
・
問
合
せ
先

体
膏
課

第
3
9回

区
民
軟
式
野
球
大
会

日
程
5

月
4

・
H
・
1
8・
2
5日

(
い
ず
れ
も
日
躍
β
、
計
4
R

、

雨
天
順
延
)

場
所

千
住
新
僑
・
西
新
井
礁
緑

地
グ
ラ
ン
ド

出
場
資
格

区
内
在
住
・
在
助
の

1
8斌
以
上
(
1
6
歳
以
上
の
助
労

青
少
年
を
含
む
)
の
方
で
編
成

さ
れ
た
ア
マ
チ
ュ
ア
チ
ー
ム

募
集
敵
1
2
4
チ
ー
ム
(
先
着
順
)

試
合
力
法

ト
ー
ナ
メ
ン
ト
方
式

参
加
費

無
料

申
込
力
法

申
込
用
紙
(
体
膏
課

に
あ
り
)
に
必
要
事
項
を
配
入

の
冫
凡
直
接
窓
口
へ

申
込
期
限
4

月
川
日

申
込
・
問
合
せ
先

体
育
課

第
3
9回
都
民
体
育
会

足
立
区
予
選
会

参
加
者
募
集

』
陸
上
競
技

日
時
4

月
2
7日
、
午
前
8
時
3
0
　

分
か
ら
(
予
爾
日
・・・
2
9日
)

場
所

平
野
運
動
場

参
加
資
格

区
内
在
住
・
在
勤
・

在
学
者

教
員

穆
加
費

一
般
、
教
貝
、
壮
年
・・・

溺
円

、
中
学
生
・
:
刈
円
、
リ
レ

ー
・
:
6
0
0
円

申
込
力
法
4

月
1
4日
ま
で
に
申

込
先
へ
参
加
費
を
持
参
の
こ
と

申
込
・
問
合
せ
先

鈴
木
澄
夫

(
第
1
6中
学
校

〒
a
千
住
旭

町
3
8
-
1

豐
8
8
8
6
4
3
6
)

水
上
安
全
法

救
助
員
講
習
会

水
事
屆
用
し
て
の
健
康
増
進
と

水
の
事
故
か
ら
生
命
柴
守
る
た
め

の
知
識
と
技
術
を
指
導
し
ま
す
。

日
時
5
月
1
2
日
～
2
3
日
(
土
・
　

日
曜
日
を
除
く
1
0
日
間
)
、午
後
　

6
時
～
9
時
(
計
3
0
時
間
)

場
所

竹
の
塚
温
水
プ
ー
ル

対
象

区
内
存
住
・
在
動
の
満
1
8
　

歳
以
上
で
刈
㍍
以
上
泳
げ
る
方

内
容

学
科
4
日
間
、
実
技
6
日

間
(
学
科
試
験
を
含
む
。
実
技

試
験
は
後
叺

日
赤
が
行
い
、

両
試
験
合
格
者
に
は
日
赤
救
助

員
の
資
格
が
与
え
ら
れ
ま
す
)

定
員
6
0

名
(
多
数
の
際
は
抽
選
)

申
込
力
法

往
復
(

ガ
キ
に
住

所

。氏
名
(
フ
リ
ガ
ナ
)
、
生
年

月
日
、
電
話
番
气

職
業
念
明

記
の
こ
と

豪
本
講
習
会
は
。
救
助
貝
の
養
成

を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。
参
加
者

は
自
分
の
健
康
管
理
に
責
任
を
持

っ
て
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

申
込
期
限
4

月
3
0吁
消
印
有
効

申
込
・
問
合
せ
先

体
育
課
水
上

安
全
法
講
習
会

場
一
(
〒
a
千

庄
―
-
4
-
1
8
)

教
育
セ
ン
タ
ー

プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
の

投
影
時
間
変
更
の

お
知
ら
せ

4
月
か
ら
毎
週
土
曜
日
、
午
後
2

時
と
a
時
3
0分
の
2
回
と
な
り

ま
し
た
。

木
曜
日
と
土
曜
日
の
哽
6
時
3
0

分
の
回
は
、
な
く
な
n
ま
し
た
の

で
ご
注
意
ぐ
だ
さ
い
。

問
合
せ
先

敦
育
セ
ン
タ
ー

昔

晦
1
1
0
1

手
芸
教
室

日
時
4

月
2
2日
(
火
)
、
午
後
1
　

時
I
4

時
3
0分

堤
所

花
畑
セ
ン
タ
ー

対
象

区
内
在
住
・
在
勤
の
婦
人

内
容

手
作
り
の
郡
屋
飾
り
に
、

文
化
刺
し
ゅ
う「
と
ら
」ま
た
は

「
花
」高
級
ブ
ロ
ー
ド
額
縁
付
き

費
用
2

千
8
0
0円(
当
日
持
参
)

定
員
3
0

名
(
先
着
順
)

申
込
方
法
4

月
5
日
か
ら
直
接

窓
口
ま
た
は
電
話

申
込
・
問
合
せ
先

花
畑
セ
ン
タ

ー

魯
聊
1
6
1
7

新
入
隊
団
員
募
集

少
年
鼓
笛
隊
合
唱
団

練
習
日
時
5

月
1
7日
か
ら
毎
週

土
曜
日
、午
後
2
時
～
4
時
(
た

だ
し
春
・
夏
・
刄
床
み
期
間
中

は
休
み
)

繚
譽
場
所

▽
鼓
笛
隊
・・・
梅
鳥
・

千
野
第
六
・
綾
瀬
小
学
校

▽
合
唱
団
・・・
五
反
野
小
学
校

応
募
資
格
4

月
現
在
、
区
内
小

学
校
に
在
学
の
4
年
生

募
集
人
尚

駁
笛
隊
・・・
同
名
、
合

唱
団
・・・
7
0名
(

申
し
込
み
多
数

の
婦
合
は
抽
選
)

申
込
万
法

各
学
校
取
り
ま
と
め

て
申
し
込
み
の
こ
と
(

申
込
一

は
各
小
学
校
に
あ
り
ま
す
)

申
込
期
限
4

月
2
2日

申
込
・
問
合
せ
先

青
少
年
係

ジ
ュ
ニ
ア
リ
ー
ダ
ー

研

修
会

A
A
コ
ー
ス
V

対
象

小
学
校
5
・
6
年
生

内
容

子
ど
も
会
の
桑
し
さ
を
知

る
た
め
の
研
修

期
間
4
月
下
旬
～
7
月
中
旬
　
　

(
延
べ
5
回
)

場
所

区
内
小
学
校
1
2会
場

申
込
先

も
よ
り
の
育
成
会

A
B
コ
ー
ス
V

対
象
A

コ
ー
ス
修
了
者
(
た
だ

し
小
学
校
6
年
生
以
上
)
、お
よ

び
中
学
生

内
容

子
ど
も
会
の
リ
ー
ダ
ー
と

し
て
の
基
本
的
な
要
素
の
研
修

期
間
5

月
上
旬
～
1
0
月
上
旬

(
延
べ
9
回
)

場
所
区
内
社
会
教
齊
館
t
会
堤

A
C
コ
ー
ス
V

対
象
B

コ
ー
ス
を
修
了
し
た
中

学
生

内
容

実
際
に
子
芦
も
会
の
り
I
　

ダ
ー
と
な
る
た
め
の
理
愉
と
実

技
期
間
5

月
上
旬
1
1
0月
上
旬

(延
べ
9
回
)

場
所
社
会
教
育
館
t
会
場

申
込
・
問
合
せ
先
B

・
C
コ
ー

ス
、
い
ず
れ
も
青
少
年
係

育
成
会
入
門
講
座

対
象

子
ど
も
会
育
威
会
貝
お
よ

ぴ
興
味
の
あ
る
方

内
容

子
ど
も
会
育
成
会
の
役
創

な
ど
初
歩
的
な
こ
と

期
間
4

月
下
旬
～
7
月
上
旬

鳩
所

区
内
小
学
校

申
込
・
問
合
せ
先

青
少
年
係

少
年
活
動
リ
ー
ダ
ー
講
座

区
内
の
少
年
団
体
活
動
の
よ
り

一
層
の
発
展
を
め
ざ
し
て
、
各
種

講
座
を
閧
催
し
ま
す

。

第
1

回
は
、「
よ
り
よ
い
団
体
邏

営
寺
の
ぎ
し
て
」
で
す

。

日
時
5

月
1
2・
1
9・
2
6日
(
い

ず
れ
も
月
曜
日
、
計
3
回
)

場
所

青
年
館

対
象

区
内
少
年
団
体
指
導
者
。

お
よ
び
興
味
の
あ
る
方

申
込

。問
合
せ
先

青
少
年
係

工
業
用
ミ
シ
ン
縫
製

技
能
講
習
会

日
時
4

月
2
1
日
～
5

月
1
4
日

(
土
一
日
曜
、
祝
日
と
4
月
2
8
　

日
を
除
く

、計
1
5日
)

午
前
1
0
　

時
～
午
後
3
時

場
所

内
職
補
導
所

定
員
1
6

名
(
先
柵
順
)

費
用

無
料
(
教
材
費
一
部
実
費

負
担
)

申
込
方
法

住
所
を
確
認
で
き
る

も
の
(
健
康
保
険
証
な
ど
)
を

持
参
し
て
、
本
人
が
直
接

申

し
込
み
の
こ
と

申

込
受
付
開
始
4

月
M

日

(月
)
、
午
前
9
時
か
ら

申
込
・
問
合
せ
先

内
職
補
導
所

酋
齧
7
3
4
6

内
職
出
張
相
談
の
お
知
ら
せ

4
月
か
ら
、
東
部
セ
ン
タ
ー
の

内
職
出
張
相
談
日
を
次
の
よ
う
に

増
設
し
ま
し
た
の
で
、
ぜ
ひ
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

毎
月
第
2
・
4
木
曜
日

午
後
1
時
3
0分
か
ら
4
時
ま
で

問
合
せ
先

内
職
補
導
所

魯
8
8
8
　
7
3
4
6
)

ア ン グ
ル

159 年前の
棟 札 に

歴史を見た!

予
住
3
丁
目
氷
川
神
社
で
2

月
初
め
に
水
屋
の
屋
根
ふ
き
醫

え
工
事
を
行
っ
た
と
こ
ろ
、
水

屋
の
建
設
・
修
復
を
記
し
た
棟

札
(
む
ね
ふ
だ
)
が
見
つ
か
り

ま
し
た
。

棟
札
に
よ
る
と
、
水
屋
建
般

は
江
戸
時
代
末
期
の
艾
政
1
0
年
9

月
と
あ
り
、
そ
の
後
安
政
の

大
地
霞
の
被
害
が
あ
っ
た
の

か
、
そ
の
地
震
の
5

年
後
萬
延

元
年
9
月
5
日
に
再
建
さ
れ
た

と
あ
n
ま
す
。
寄
進
し
た
の
は

「
町
内
旅
籠
屋
中
」
と
あ
り
、

当
時
の
千
住
宿
を
し
の
ぱ
せ
る

も
の
が
あ
り
ま
す
。

縦
5
0
'
j
、
横
1
2
?
㍍
の
板

一
枚
に
も
歴
史
の
璽
み
が
あ

り
'
t
o
司
の
渡
辺
さ
ん
も
『
貴

重
な
も
の
で
大
切
に
保
管
し
ま

す
』
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

ご応募
ください

春 の

区内めぐり

区
の
シ
ン
ボ
ル
、
チ
ュ
ー
リ

ッ
プ
が
咲
く
都
市
農
業
公
園
を

は
じ
め
。
身
近
な
区
内
施
般
を

マ
イ
ク
ロ
バ
ス
で
ご
案
内
し
ま

す
。

日
時
4

月
2
4・
2
5り
、
午
前

9
時
3
0分
～
午
後
4
時

見
学
縉
般

都
市
農
業
公
園
、

見
沼
代
親
水
公
園
、
温
水
プ

ー
ル
、
老
人
会
館
、
足
立
潸

掃
工
場
、
花
畑
配
念
庭
園

定
員

各
日
、2
4名
(
多
数
の

堝
合
は
抽
選
)

申
込
方
法

往
復
(
ガ
キ
に
、

住
所
、
氏
名

年
齢
、
電
話

番
号
、
見
学
希
望
日
を
明
記

の
こ
と

(
(
ガ
キ
ー
枚
に
つ
き
1
名
)

申
込
期
限
4

月
1
0日
(
当
日

消
印
有
効
)

※
参
加
費
は
無
料
で
す
が
、
屋

食
は
各
自
必
ず
ご
持
参
く
だ
さ

い
。

申
込
・
問
合
せ
先

広
苟
係
　

(
〒
跏
千
住
1
1
4
-
1
8
)

ビ
デ
オ
モ
ニ
タ
ー

募
集

区
の
ビ
デ
オ
広
報
「
ル
ッ

ク
イ
ン
あ
だ
ち
」
を
家
庭
や

放
映
施
設
で

ご
覧
い
た
だ

き
'
m
-

意
見
を
寄
せ
て

い
た
だ
糞
汞
す
。
(記
念
品
進

呈
)

募
集
人
数
2
0
名
(
抽
選
)

任
期
昭
和
6
1
年
4
月～
6
2

年
3
月

申
込
方
法
(

ガ
キ
に
庄

所

氏
名
、
年
齢
、
職
業
、

電
話
番
气

ビ
デ
オ
の
有

無
(
お
持
ち
の
方
は

ベ

ー
タ
か
v
H
s
)

を
配
入

の
こ
と

申
込
期
限
4

月
2
1日
必
魯

申
込
・
問
合
せ
先

広
報
課

ビ
デ
オ
相
当
(
一
'画
一
千
住

1
1
4
-
1
8
)

ひ

ろ
ば

開
催
し
ま
す

心
の
婀
(
精
神
障
害
者
)
の
家

麑
相
談
室

入
・
退
院
、
就
職
、

結
婚
な
ど
の
相
談
/
毎
週
月
曜

日
と
毎
月
愚
終
日
曜
日
/

午
後
1

時
～
4

時
/
あ
し
な
み
会
協

立
作
業
所
/

▽
あ
し
な
み
会
亊

秘
所

さ
Ⅲ
4
3
3
9

、
Λ
哽

間
▽
石
川

昔
瞋
7
9
4
5
　

増
改
築
相
談
員
講
習
会

大

工
ま
た
は
増
改
築
工
事
の
経
営

が
1
0年
以
上
の
経
験
者
/
5

月
1
5

・
1
6日
/

午
前
9
時
～
午
後
5

時
/
費
用
1
万
円
/
4

月
1
5

日
申
込
啼
切
り
/
▽
東
京
土
建

足
立
支
部

酋
M
5
4
0
1
　
I

募
集
し
ま
す
=

練
功
十
八
法
・
太
極
拳
教
燮

①
毎
週
月
ま
た
は
火
曜
日
/
午

後
7
時～
8
時
3
0
分
/
千
寿
第

五
小
体
育
館
/
②
毎
週
木
曜
日

/
午
前
1
0
時～
H
時
3
0
分
/
総

合
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
/
と
も

に
入
会
金
3
千
円
、
月
額
2
千

円
/
▽
大
竹

昔
脚
9
7
1
8
　

レ
イ
ン
ボ
ー
サ
ー
ク
ル

初

心
者
向
き
社
交
ダ
ン
ス
/
4

月
6

日
か
ら
お
も
に
日
曜
日
/

午

後
7
時
か
ら
/
中
央
本
町
社
会

教
青
館
/
入
会
金
2
千
円
、
月

額
3

千
円
/

他
に
中
級
・
:土

」
、
上
級
:
永

塚
あ
り
/
▽
大

石

さ
鰰
1
4
5
7

ミ
ル
牛
-
ウ
ェ
イ
テ
ニ
ス
ク

ラ
ブ

土
・
日
・
祝
日
に
月
5

～
6

回
練
習
/

入
会
金
2

千

円
、月
額
2
千
円
/
男
女
募
集
、

男
性
は
中
級
以
上
/
往
復
(
ガ

キ
で
申
込
/
▽
桜
井
賻
実
(
〒
1
2
0

千
住
大
川
町
2
7
-
1
3
)

自
然
と
健
康
の
会

自
然
を

訪
ね
て
散
策
を
/
毎
月
第
1
木

曜
日
、
第
2
・
第
3
日
曜
日
/

奥
多
摩
、
秩
父
そ
の
他
へ
/
入

会
金
洳
円
、
月
額
沺
円
/

▽
森

川
S
2
3
7
8
0
4
2

ヨ
ガ
サ
ー
ク
ル
す
こ
や
か

毎
週
木
曜
日
/

午
後
2
時
3
0分

と
7

時
か
ら
/
上
沼
田
町
会
会

館
/
入
会
金
2
千
円
、
月
額
1

千
円
/
▽
町
田

豐
蹣
5
8
1

ス
ポ
ー
ツ
ク
ーフ
ブ
S
S
C

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
・・・
毎
週
月
曜
日

卓
球
・・・
毎
週
火
曜
日
、
フ
ォ
ー

ク
ダ
ン
ス
‘・・
毎
月
第
2
・
4
木

曜
日
/
い
ず
れ
も
午
後
6
時
3
0

分
I
9

時
/
千
寿
第
三
小
体
育

館
/
1

種
目
年
額
瞋
円
/
▽
長

谷
郡

昔
8
8
1
9
0
6
5

能
楽
研
究
(
古
典
芸
能
筆
の

会
)
記
紀
万
葉
か
ら
源
平
物

に
い
た
る
先
行
文
学
と
能
/
購

師
・
:
松
田
存
二
松
学
舎
大
教
授

/
4
月
か
ら
毎
月
第
t
金
曜
日

/
午
後
6
時
3
0
分
か
ら
/
中
央

本
町
社
会
教
育
館
/
月
額
千
円

(
3
ヵ
月
前
納
制
‘
一
'
彳
ス
ト
代

別
/
4
月
1
0
日
申
込
締
切
り
ノ

▽
富
田
s
秡
1
1
3
大
夜
)
　

お
料
理
サ
ー
ク
ル
(
ケ
チ
ャ

ッ
プ
)
金
曜
日
(
月
2
回
)

/
午
後
6
時
3
0
分
I
9
時
/
苛

年
館
/
1
回
に
つ
き
千
s
円
/

▽
鈴
木

昔
8
9
0
7
8
7
8

ミ
ニ
バ
ス
ケ
ッ
ト
ポ
ー
ル
(

弥
生
第
2
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
)

毎
週
月
曜
日
/

午
峻
6
時
3
0

分
～
8
時
/
足
立
九
中
体
育
館
/

入
会
金
千
円
、
月
額
千
沺
円
/

▽
竹
内
a
8
8
3
2
3
0
6
(

火
・
木
・
金
曜
日
の
夜
の
み
)

柬
先
一
順
で
、
一
団

体
一
事
業
、
―
カ
月

間
再
掲
載
不
可
。

投
稿
先
・・・
広
報
課

訂
正

3
月
2
0日
肓
i
面
の
教

育
相
談
東
部
分
室
の
電
話

番
号
は
、
酋
6
2
0
5
9
0
0

の
誤
ま
り
で
す
。
お
わ
び

し
て
、
訂
正
し
嫐
罵

掲示
板

・

保
留
地
を
充
却
し
ま
す

入
札
日
時
4

月
1
7日
(
木
)
、

午
前
H
時
～
午
後
1
時

区
一
1
0

区
画
(
2
9
-
1
9
0坪
)

現
地
案
内
4

月
1
0
日
1
1
6
　

日
、
午
前
1
0時
～
午
後
3
時

(
土
・
日
曜
日
は
除
く
)

入
札
場
所
・
問
合
せ
先

淵
江
土
地
区
画
整
理
組
合

(
保
木
間
4
-
3
6
-
―

酋

刪
2
0
6
3
)

・
都
民
観
光

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
集
い

日
程
4

月
‥
H
B
I
1
3日

内
容

神
津
島
エ
ビ
ネ
ら
ん
鑑

賁
と
島
内
史
跡
め
ぐ
り

会
s

大
人
1
万
6

千
9
円
、

子
供
1
万
3
千
湎
円
(
船
賃
、

宿
泊
代
な
ど
を
含
む
)

募
集
人
員
1
5
0
名

申
込
先
伊
豆
七
鳥
観
光
連
盟
　

a
価
&
2
5

・

ナ
ー
ス
バ
ン
ク
に
登
録
を

対
象

家
庭
に
い
る
保
飃
婦
、

助
産
婦

看
護
婦
、
准
釁
霞

婦
の
有
資
格
者
で
再
就
職
を

希
望
し
て
い
る
方

内
容

就
業
相
談
、情
報
提
供
、

蔵
業
あ
っ
せ
ん

申
込
力
法

直
接
采
所
か
、(
　

ガ
キ
に

『
ナ
ー
ス
バ
ン
ク
登

録
希
望

』、
住
所
、
氏
名
、
年

齡
、
電
話
、
所
有
資
格
岑
叨

記
し
て
送
付
の
こ
と

申
込
先

日
本
一
霞
協
会
東
京

都
支
郡
ナ
ー
ス
バ
ン
ク
(
〒

1
5
0渋谷
区
神
宮
前
5
-
8
-
　
2

酋
嶄
1
3
2
)

問
合
せ
先

都
衛
牛
驅
n

蹼
課

昔
2
1
2
5
1
1
1
内
線
2
8
1
4
4
2

画
確
定
申
告
が

間
違
っ
て
い
た
と
き
は
　

申
告
内
竇
に
間
違
い
が
あ
る

と
き
は
、
そ
れ
を
町
正
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
確
定
申

告
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の

に
申
告
一
の
提
出
を
忘
れ
て
い

る
と
き
は
、
す
ぐ
に
確
定
申
告

を
し
て
く
だ
さ
い

。

問
合
せ
先
足
立
税
務
署
(
酋
　

8
8
8
&
2
4
1
)
、
西
新
井
税
筋
　

一
(

魯
叫
1
1
1
1
)

4
月
は
、
固
定
資
産
税
　

第
1
期
分
の
納
期
で
す

足
立
都
税一
務
所

M. O　240, 000


